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「ディペンダブルVLSI」に関する 
  科学技術未来戦略ワークショップ報告書 



独立行政法人科学技術振興機構（JST）研究開発センター（CRDS）では、科学

技術に求められる社会的・経済的ニーズを踏まえて国として重点的に推進すべ

き研究領域や課題を選び、そのファンディング戦略を明確にするための活動を行

っている。このような活動の一環として、重要研究テーマについて専門家による

科学技術未来戦略ワークショップを開催している。

２００５年に開催した「電子情報通信系俯瞰ワークショップII」において、「ディペ

ンダビリティ」がキーワードとして取り上げられ、これをテーマにした一連のワ

ークショップを企画している。２００６年５月に開催したディペンダビリティワー

クショップを踏まえ、今回は「ディペンダブルVLSI」に関するワークショップを

企画した。

今回のワークショップでは、５～１０年先を見据えたとき「ディペンダブルVLSI」

を実現するための基礎的研究分野としてどのような分野が重要であるかを議論

し、重要研究テーマとそれを推進するための課題・推進方法を時間軸とともに

明確化することを目的としている。

本ワークショップの問題提起として、以下の４件の講演が行われた。

１．（基調講演）ディペンダブルVLSIへ向けて

２．Cell Broadband Engineの開発におけるディペンダブルVLSI技術

３．VLSI製造技術と今後のディペンダブルVLSI

４．ICテスト評価技術からみた今後のディペンダブルVLSI

さらに、これを受けてグループ討議では、ディペンダブルVLSIの具体的な研

究課題、および戦略プロポーザルに向けてのまとめ方について討論を行った。

具体的な研究開発課題としては以下が挙げられた。

■ 人体埋め込みデバイスの開発

■ 電子マネー、徴税、銀行システム

■ 電子手帳、医療・健康管理システム

■ ハイエンド回路設計

■ Scalable Dependability System

■ 誤動作回避技術（検知、冗長性）

■ 偽造防止技術

■ Dependable な設計製造技術

■ コストv.s. Dependability Trade Off

■ 計算モデル

■ Fault Model と Metrics

Executive Summary



ディペンダブルVLSIの実現のためには、商習慣、価値観の転換が必要で、そ

のための広報活動、社会活動も重要であることが議論された。さらに具体的な

推進方法として以下が挙げられた。

■ 変幻自在プロセッサの国策的開発

■ 産学連携、装置産業まで巻き込み、集中拠点方式、ライン

■ 守備と攻撃の両面からの研究

■ Computer Aided Mass Production Technology

本ワークショップでの議論を踏まえ、ディペンダブルVLSIの具体的な戦略プ

ロポーザルに反映させていく予定である。
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本ワークショップの位置づけ
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独立行政法人科学技術振興機構（JST）研究開発センター（CRDS）では、科学技術

に求められる社会的・経済的ニーズを踏まえて国として重点的に推進すべき研究領域

や課題を選び、そのファンディング戦略を明確にするための活動を行っている。この

ような活動の一環として、重要研究テーマについて専門家による科学技術未来戦略

ワークショップを開催している。

この活動の一環として２００５年９月２９-３０日にかずさアークで開催した「電子情報通

信系俯瞰ワークショップII」※ において、「ディペンダビリティ」が重要なキーワードと

して取り上げられ、これをテーマにした一連のワークショップを企画している（図１．１

参照）。２００６年５月１２-１３日に開催したディペンダビリティワークショップを踏まえ、今

回は「ディペンダブルVLSI」に関するワークショップを企画した。

図１.１ ワークショップの位置づけ
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※ 科学技術未来戦略ワークショップ（電子情報通信系俯瞰WSⅡ）
報告書 CRDS-FY２００５-WR-１６（２００６）



今後のユビキタス情報通信時代においては、コンピュータ、ネットワーク機器、家電

製品、ロボット等の性能や機能は絶え間なく進歩し、それらを牽引するVLSIの集積

度と性能は飛躍的に向上すると予測される。しかしながら一方で、ナノレベルで微細

化の進むVLSIは製造コスト、歩留まり、動作安定性、信頼性に対する課題が見え

始めている。VLSIが社会の隅々まで浸透して多様な環境で使われるようになると、

VLSIが個別機器や局所システムの信頼性に影響を与えるだけでなく、生命・財産・

プライバシーの保護を前提にした『安全で安心な社会』を実現するためのディペンダビ

リティを左右すると考えられる。特に、自然系の課題（物理的な欠陥等）だけでなく、

人間系の課題（ヒューマンエラーや人による悪意の攻撃）を考慮した対策が必要であ

る。このような状況を考えるとこれまでのアプローチでは限界があり、社会システム、

コンピュータ、ネットワーク、アーキテクチャ、ソフトウェア、LSI製造プロセス・設計技

術などすべてのレベルを視野に入れた広範囲な検討が必要であろう。このような分

野横断的な取り組みにより基本概念の構築を行うことを目的として開催した「ディペン

ダビリティワークショップ」に続く本ワークショップではディペンダブルVLSI技術の具体

化提案を行う。

今回のワークショップでは、５～１０年先を見据えたとき「ディペンダブルVLSI」を実

現するための基礎的研究分野としてどのような分野が重要であるかを議論し、重要

研究テーマとそれを推進するための課題・推進方法を時間軸とともに明確化すること

を目的としている。

（ワークショップの構成）

本ワークショップは以下に示すように３つのセッションで構成した（プロ

グラムは付録参照）。

第１部：VLSI分野におけるディペンダビリティについて４件の講演による問

題提起

第２部：３グループに分かれて討議

第３部：グループ討議結果の発表と全体討議

なお、前回の「ディペンダビリティワークショップ」における事前アンケートで、

VLSIのディペンダビリティに関する設問も設けた。このアンケート結果のまとめ

も、付録に添付してある。
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ディペンダブルVLSIへの問題提起
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本ワークショップのテーマである「ディペンダブルVLSI」への問題提起として、以下

の４件の講演が行われた。

■（基調講演）ディペンダブルVLSIへ向けて・・・・・・・・安浦 寛人（九州大学）

前回のディペンダビリティワークショップでの議論を踏まえ、VLSIというテー

マに絞ってディペンダビリティを考える。

■ Cell Broadband Engineの開発におけるディペンダブルVLSI技術

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・林 宏雄（東芝）

セル（ソニーグループとIBM、東芝とで共同開発した大規模LSI）における

ディペンダビリティ技術。

■VLSI製造技術と今後のディペンダブルVLSI・・・・・・・・岡本 和也（大阪大学）

VLSI製造技術の現状と、今後の方向性。

■ ICテスト評価技術からみた今後のディペンダブルVLSI

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・梶原 誠司（九州工業大学）

これまでのICテスト技術の役割と、ディペンダブルということに対してICの

テスト技術が一体どういう影響を与えるか。
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２．１（基調講演）ディペンダブルVLSIへ向けて
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２．２ Cell Broadband Engineの開発における
ディペンダブルVLSI技術
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２．３ VLSI製造技術と今後のディペンダブルVLSI
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２．４ ICテスト評価技術からみた今後の
ディペンダブルVLSI
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